
- 1 -

平成２３年第２回当別町議会臨時会 第１日

平成２３年５月１１日（水曜日） 午前１０時開会

議 事 日 程 （第１号）

開会・開議

議事日程の報告

第 １ 仮議席の指定

第 ２ 会議録署名議員の指名

第 ３ 議長の選挙

第 ４ 会期の決定

第 ５ 副議長の選挙

第 ６ 議席の指定

第 ７ 常任委員会委員の選任

議会運営委員会委員の選任

石狩北部地区消防事務組合議会議員の選任

石狩教育研修センター組合議会議員の選任

石狩西部広域水道企業団議会議員の選任

札幌広域圏組合議会議員の選任

第 ８ 議会広報特別委員会の設置

第 ９ 学園都市線電化促進特別委員会の設置

第１０ 議員の派遣議決について

第１１ 所管事務調査の件について

第１２ 諸般の報告

第１３ 報告第 １号 専決処分の承認を求めることについて

（和解及び損害賠償額の決定について）

第１４ 報告第 ２号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２２年度当別町一般会計補正予算（第８号））

第１５ 報告第 ３号 専決処分の承認を求めることについて

（和解及び損害賠償額の決定について）

第１６ 議案第 １号 監査委員の選任について

第１７ 議案第 ２号 平成２３年度当別町一般会計補正予算（第１号）

第１８ 議案第 ３号 平成２３年度当別町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

閉 会
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午前１０時０２分開議

出席議員（１７名）

１番 山 田 明 君 ２番 古 谷 陽 一 君

３番 宮 司 正 毅 君 ４番 渋 谷 俊 和 君

５番 稲 村 勝 俊 君 ６番 石 川 和 栄 君

７番 臼 杵 英 男 君 ８番 小早川 孝 男 君

９番 神 林 俊 一 君 １０番 岡 野 喜代治 君

１１番 市 川 正 君 １２番 桐 井 信 征 君

１３番 島 田 裕 司 君 １４番 竹 田 和 雄 君

１５番 柏 樹 正 君 １６番 後 藤 正 洋 君

１７番 髙 谷 茂 君

欠席議員（なし）

欠 員（なし）

説明のための出席者

町 長 泉 俊 彦 君

副 町 長 近 藤 充 徳 君

総 務 部 長 加賀谷 定 歳 君

総 務 課 長 野 村 雅 史 君

税 務 課 長 山 崎 俊 彦 君

納 税 課 長 加 藤 慎 也 君

財 政 課 長 江 口 昇 君

企 画 部 長 増 輪 肇 君

企 画 課 長 熊 谷 康 弘 君

住民環境部長 森 田 至 君

環境生活課長 佐々木 由紀夫 君

住 民 課 長 進 藤 理 君

住 民 課 参 事 武 井 英 子 君

福 祉 部 長 高 橋 通 君

福 祉 課 長 高 取 真由美 君

福 祉 課 参 事 辻 野 幸 一 君

経 済 部 長 竹 原 陽 一 君

農 林 課 長 松 浦 悟 志 君

建設水道部長 滝 本 隆 志 君
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建 設 課 長 藤 原 正 志 君

会 計 管 理 者 森 忠 明 君

教 育 委 員 長 大 澤 勉 君

教 育 長 山 内 秀 治 君

教 育 部 長 小 山 久 夫 君

管 理 課 長 山 田 敏 行 君

事務局職員出席者

事 務 局 長 中 越 辰 雄 君

次 長 五十嵐 一 夫 君

主 幹 小 川 義 則 君

主 任 川 村 治 君
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◎開会・開議の宣告 （午前１０時０２分）

〇臨時議長（竹田和雄君） ただいま出席議員17名、定足数に達しておりますので、平成

23年第２回当別町議会臨時会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

◇

◎議事日程の報告

〇臨時議長（竹田和雄君） 議事日程でございますが、さきにお配りいたしました日程表

により議事に入ります。

◇

◎仮議席の指定

〇臨時議長（竹田和雄君） 日程第１、仮議席の指定ですが、ただいまご着席の議席を仮

議席と指定いたします。

◇

◎会議録署名議員の指名

〇臨時議長（竹田和雄君） 日程第２、会議録署名議員の指名ですが、会議規則第118条

の規定により、

５番 稲 村 勝 俊 君

６番 石 川 和 栄 君

を指名いたします。

◇

◎議長の選挙

〇臨時議長（竹田和雄君） 日程第３、議長の選挙を行います。

選挙は、投票で行います。

議場の出入り口を閉じます。

休憩いたします。

休憩 午前１０時０３分
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再開 午前１０時０５分

〇臨時議長（竹田和雄君） 再開いたします。

ただいまの出席議員は17名です。

次に、立会人を指名いたします。

会議規則第32条第２項の規定により、立会人を５番、稲村君、12番、桐井君を指名いた

します。

投票方法を説明いたします。

投票箱の点検後、点呼に従って各議員に投票用紙をお渡しいたします。各議員は、記載

所で記載して投票箱に入れてください。なお、投票は単記無記名で行います。

それでは、投票箱を点検いたします。

〔投票箱点検〕

〇臨時議長（竹田和雄君） 異状なしと認めます。

ただいまから投票を行います。

事務局長が議席番号と氏名を呼び上げますので、用紙を受け取り、記入の上、投票願い

ます。

〔事務局長点呼、投票〕

〇臨時議長（竹田和雄君） 投票漏れはありませんか。

〔「なし」と言う人あり〕

〇臨時議長（竹田和雄君） 投票漏れなしと認めます。

投票を終了いたします。

次に、開票を行います。

５番、稲村君、12番、桐井君、開票の立ち会いをお願いいたします。

〔開 票〕

〇臨時議長（竹田和雄君） 選挙の結果を報告いたします。

投票総数17票、有効投票17票、無効投票ゼロ。

有効投票のうち髙谷君15票、柏樹君１票、古谷君１票。

以上のとおりです。

この選挙の法定得票数は５票です。

したがって、髙谷君が議長に当選されました。

議場の閉鎖を解きます。

休憩いたします。

休憩 午前１０時１５分

再開 午前１０時１６分
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〇臨時議長（竹田和雄君） 再開いたします。

ただいま議長に当選されました髙谷君が議場におられますので、会議規則第33条の第２

項の規定により当選の告知をいたします。

議長に当選されました髙谷君からごあいさつをお願いいたします。

〇議長（髙谷 茂君） まずは、多数の同僚議員の皆様にご指名をいただきましたことに

つきまして深く感謝を申し上げます。ありがとうございました。

皆様の思いをしっかりと受けとめて、負託にこたえる議会の運営をしなければならない

なというふうに今決意をしているところであります。

また、統一地方選挙で行われました町議会議員選挙の結果や投票率の低さのしっかりと

した意味を理解し、受けとめて、町民の負託にこたえられる議会活動を今後ともしていか

なければならないというふうに考えております。一層の議会改革に取り組んでいこうとい

うふうに今気持ちを固めております。そのためにも、議員各位におかれましては、この議

場で品格のある闊達な議論を展開されることをお願いしたいと思いますし、そういう場を

つくるために私も全力で取り組んでいこうというふうに考えておりますので、よろしくお

願いをしたいというふうに思います。

最後に、町長初め執行部の皆様には議会の運営に当たりまして一層のご理解とご協力を

心よりお願いをいたしまして、就任のごあいさつといたします。よろしくお願いいたしま

す。（拍手）

〇臨時議長（竹田和雄君） これで臨時議長の職務は全部終了いたしました。

ご協力ありがとうございました。

休憩いたします。

休憩 午前１０時１９分

再開 午前１０時２０分

〇議長（髙谷 茂君） 再開します。

◇

◎会期の決定

〇議長（髙谷 茂君） 日程第４、会期の決定ですが、本議会の会期は５月11日本日１日

といたしたいと思いますが、ご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、会期は本日１日と決定いたしました。



- 7 -

◇

◎副議長の選挙

〇議長（髙谷 茂君） 日程第５、副議長選挙を行います。

選挙は、投票で行います。

議場の出入り口を閉じます。

休憩いたします。

休憩 午前１０時２１分

再開 午前１０時２２分

〇議長（髙谷 茂君） 再開いたします。

ただいまの出席議員は17名です。

次に、立会人を指名します。

会議規則第32条第２項の規定により、立会人に稲村君、桐井君を指名いたします。

投票方法を説明いたします。

投票箱の点検後、点呼に従って各議員に投票用紙をお渡しします。各議員は、記載所で

記載して投票箱に入れてください。なお、投票は単記無記名で行います。

それでは、投票箱を点検いたします。

〔投票箱点検〕

〇議長（髙谷 茂君） 異状なしと認めます。

ただいまから投票を行います。

事務局長が議席番号と氏名を呼び上げますので、用紙を受け取り、記入の上、投票願い

ます。

〔事務局長点呼、投票〕

〇議長（髙谷 茂君） 投票漏れはありませんか。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 投票漏れなしと認めます。

投票を終了します。

開票を行います。

稲村君、桐井君、立ち会いをお願いします。

〔開 票〕

〇議長（髙谷 茂君） 選挙の結果を報告します。

投票総数17票、有効投票17票、無効投票ゼロ票。
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有効投票のうち後藤君16票、柏樹君１票。

以上のとおりです。

この選挙の法定得票数は５票です。

したがって、後藤君が副議長に当選されました。

議場の閉鎖を解きます。

休憩いたします。

休憩 午前１０時３０分

再開 午前１０時３１分

〇議長（髙谷 茂君） 再開いたします。

ただいま副議長に当選された後藤君が議場におられますので、会議規則第33条第２項の

規定により当選の告知をいたします。

副議長に当選された後藤君からごあいさつをお願いします。

〇副議長（後藤正洋君） ただいま多くの皆様のご推挙をいただきまして、副議長に就任

をさせていただくことになりました後藤でございます。

先ほど議長が申しておりましたけれども、今回の当別町の議会議員選挙、投票率も低く、

そういった結果につきましては議会が真摯に受けなければならない、そういう面も多々あ

ろうかと思っております。そういう意味におきまして、髙谷議長ともども議員の皆様、そ

して部局の皆様のご協力をいただく中で議会改革に取り組んでまいりたい、そういう決意

で受けさせていただきます。どうぞ今後ともよろしくお願いいたします。（拍手）

〇議長（髙谷 茂君） 暫時休憩いたします。

休憩 午前１０時３２分

再開 午前１０時３５分

〇議長（髙谷 茂君） 再開します。

◇

◎議席の指定

〇議長（髙谷 茂君） 日程第６、議席の指定ですが、会議規則第４条第１項の規定によ

り、議長において指定いたします。

当選別年齢順により、議席を指定いたします。
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なお、議長は17番、副議長は16番といたします。

それでは、議員の議席表を休憩中に配付いたしますので、議席にお着き願います。

休憩いたします。

休憩 午前１０時３６分

再開 午前１０時５０分

〇議長（髙谷 茂君） 再開いたします。

◇

◎常任委員会委員、議会運営委員会委員、各派遣議員の選任

〇議長（髙谷 茂君） 日程第７、各常任委員会委員の選任、議会運営委員会委員の選任、

各派遣議員の選任につきましては、選考委員７名で選考をし、選考委員は議長指名にした

いと思いますが、ご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、そのように決定いたしました。

それでは、稲村君、臼杵君、神林君、岡野君、桐井君、島田君、柏樹君、以上７名を選

考委員に指名いたします。

別室で選考をお願いいたします。

休憩いたします。

休憩 午前１０時５１分

再開 午前１０時５９分

〇議長（髙谷 茂君） 再開いたします。

各常任委員会委員、議会運営委員会委員、各派遣議員の選任について、選考結果が議長

の手元に届いておりますので、議長にかわり事務局長に代読をさせます。

〇事務局長（中越辰雄君） それでは、私のほうから各委員等の選考結果につきまして代

読をさせていただきます。

最初に、常任委員会の中の総務文教厚生常任委員会でございます。定数９名でございま

す。委員でございますが、髙谷議員、柏樹議員、竹田議員、岡野議員、神林議員、臼杵議

員、石川議員、稲村議員、古谷議員でございます。

続きまして、産業建設常任委員会でございます。定数８名でございます。委員でござい
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ますが、後藤議員、島田議員、桐井議員、市川議員、小早川議員、渋谷議員、宮司議員、

山田議員でございます。

続きまして、議会運営委員会でございます。定数７名でございます。委員でございます

が、柏樹議員、島田議員、桐井議員、岡野議員、神林議員、臼杵議員、稲村議員でござい

ます。

続きまして、派遣議員の関係でございますが、最初に石狩北部地区消防事務組合議員で

ございます。定数２でございます。柏樹議員、神林議員でございます。

続きまして、石狩教育研修センター組合議員、定数１でございまして、渋谷議員でござ

います。

続きまして、石狩西部広域水道企業団議員、定数２でございまして、竹田議員、後藤議

員でございます。

続きまして、札幌広域圏組合議員でございます。定数１でございまして、髙谷議長でご

ざいます。

以上でございます。

〇議長（髙谷 茂君） ただいまの報告のとおり決定することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、ただいまの報告どおり、各常任委員会委員、議

会運営委員会委員、各派遣議員を選任することに決定いたしました。

休憩いたします。

休憩 午前１１時０２分

再開 午前１１時０２分

〇副議長（後藤正洋君） 再開いたします。

お諮りいたします。総務文教厚生常任委員会委員に選任されました議長から常任委員を

辞任したい旨申し出があります。議長の職責上、個々の委員会に所属することは適当では

ないとのことから、この際、総務文教厚生常任委員会委員を辞任したいとするものであり

ます。

辞任について許可することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇副議長（後藤正洋君） 異議なしと認め、議長の総務文教厚生常任委員会委員の辞任に

ついては、許可することと決定いたしました。

休憩いたします。

休憩 午前１１時０３分
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再開 午前１１時０４分

〇議長（髙谷 茂君） 再開いたします。

次に、委員会条例第８条第２項の規定により、各常任委員会、議会運営委員会の正副委

員長の互選をお願いいたします。

休憩をいたします。

休憩 午前１１時０４分

再開 午前１１時１１分

〇議長（髙谷 茂君） 再開をいたします。

各常任委員会及び議会運営委員会より、正副委員長の互選の結果が議長の手元に届いて

おります。

総務文教厚生常任委員会 委 員 長 臼杵 英男君

副委員長 稲村 勝俊君

産業建設常任委員会 委 員 長 市川 正君

副委員長 小早川孝男君

議会運営委員会 委 員 長 島田 裕司君

副委員長 岡野喜代治君

ただいま報告のとおり、各常任委員会及び議会運営委員会の正副委員長が決定をいたし

ました。

各常任委員長及び議会運営委員長から就任のごあいさつをいただきます。

総務文教厚生常任委員会委員長、臼杵君。

〇総務文教厚生常任委員会委員長（臼杵英男君） 皆様のご推薦を受けまして、このたび

総務文教厚生常任委員会委員長の任務をこれから遂行していきます臼杵といいます。どう

ぞよろしくお願いいたします。委員会の名前のとおり、幅広いそれぞれの懸案が多く、さ

らには町民の方々の直接の生活に当たる、関係する部分が大変多い委員会でもございます。

それがゆえに、その責任は大きいものと感じておりますが、ここにいらっしゃいます稲村

副委員長さんともども協力し合って、この任務を遂行していきたいと思っております。ど

うぞ皆様方のご指導とご協力のほどをよろしくお願いを申し上げます。よろしくお願いい

たします。（拍手）

〇議長（髙谷 茂君） 産業建設常任委員会委員長、市川君。

〇産業建設常任委員会委員長（市川 正君） ただいま産業建設常任委員会の中におきま

して、委員全員のご協力をいただきまして産業常任委員長に就任をさせていただきます市
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川正でございます。大変微力ではございますけれども、２年間その任に頑張ってまいりた

いと思うところでございます。委員各位のご協力をいただきまして、小早川議員ともども

よろしくお願いを申し上げまして、簡単でございますけれども、一言就任のごあいさつと

させていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。（拍手）

〇議長（髙谷 茂君） 議会運営委員会委員長、島田君。

〇議会運営委員会委員長（島田裕司君） このたび議会運営委員会の委員長に選任いただ

きました島田です。同じく副委員長には岡野喜代治さん、委員には柏樹正さん、同じく委

員桐井信征さん、同じく委員神林俊一さん、同じく委員臼杵英男さん、同じく委員稲村勝

俊さん、この７名で議会運営委員会をこれから２年間、私委員長、そして岡野副委員長の

そういう立場でこの議会運営を皆さんとともに協力しながら、そして活発な議会になるよ

う、そういう議会運営を議長、副議長の諮問をいただきながら進めてまいりたいと思いま

すので、議員各位の皆さんのご協力、そして部局の皆さんのご協力をお願い申し上げまし

て、就任のあいさつとさせていただきます。よろしくお願いいたします。（拍手）

〇議長（髙谷 茂君） 各常任委員会及び議会運営委員会は議会閉会中も審査するものと

し、費用は議会費をもって充当いたします。

◇

◎議会広報特別委員会の設置

〇議長（髙谷 茂君） 日程第８、議会広報特別委員会の設置について。

議会活動を広く住民に周知するため、委員６名で構成する議会広報特別委員会を設置す

ることにしたいと思いますが、ご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、そのように決定をいたしました。

議会広報特別委員会委員の選考につきましては、選考委員７名で選考し、選考委員は議

長の指名にしたいというふうに思いますが、ご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、そのように決定をいたします。

それでは、稲村君、臼杵君、神林君、岡野君、桐井君、島田君、柏樹君、以上７名を選

考委員に指名いたします。

別室で選考をお願いします。

休憩します。

休憩 午前１１時１７分

再開 午前１１時１９分
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〇議長（髙谷 茂君） 再開いたします。

議会広報特別委員会の委員の選任について、選考の結果が議長の手元に届いております

ので、議長にかわり事務局長より代読させます。

〇事務局長（中越辰雄君） それでは、私のほうから議会広報特別委員会の委員構成につ

きまして、結果について報告をさせていただきます。

定数６名でございます。委員でございますが、神林議員、小早川議員、渋谷議員、宮司

議員、古谷議員、山田議員でございます。

以上でございます。

〇議長（髙谷 茂君） ただいまの報告のとおり決定することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、ただいまの報告のとおり、議会広報特別委員会

委員を選任することに決定いたしました。

次に、委員会条例第８条第２項の規定により、議会広報特別委員会の正副委員長の互選

をお願いいたします。

休憩いたします。

休憩 午前１１時２０分

再開 午前１１時２２分

〇議長（髙谷 茂君） 再開いたします。

議会広報特別委員会の正副委員長の互選の結果が議長の手元に届いております。

議会広報特別委員会 委 員 長 小早川孝男君

副委員長 神林 俊一君

ただいまの報告のとおり、議会広報特別委員会の正副委員長が決定いたしました。

それでは、議会広報特別委員会委員長から就任のごあいさつをいただきます。

小早川君。

〇議会広報特別委員会委員長（小早川孝男君） ただいまご指名いただきました小早川孝

男でございます。この議会広報に関しまして、神林副委員長さん、そして４名の委員の皆

様とともにこの町の議会の活動、それらについて町民に、住民によく知ってもらうべく努

力いたしますことを議員の皆様ともどもお願いいたしまして、就任のごあいさつといたし

ます。どうぞよろしくお願いいたします。（拍手）

〇議長（髙谷 茂君） 議会広報特別委員会は議会閉会中も審査するものとし、費用は議

会費をもって充当いたします。
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◇

◎学園都市線電化促進特別委員会の設置

〇議長（髙谷 茂君） 日程第９、学園都市線電化促進特別委員会の設置について。

平成24年春の電化開業後においても当別町民のさらなる交通利便性の確保に資するため、

委員８名で構成する学園都市線電化促進特別委員会を設置することにしたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、そのように決定いたしました。

学園都市線電化促進特別委員会委員の選考につきましては、選考委員７名で選考し、選

考委員は議長指名にしたいと思いますが、ご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、そのように決定をいたしました。

それでは、稲村君、臼杵君、神林君、岡野君、桐井君、島田君、柏樹君、以上７名を選

考委員に指名いたします。

別室で選考をお願いいたします。

休憩いたします。

休憩 午前１１時２６分

再開 午前１１時２８分

〇議長（髙谷 茂君） 再開いたします。

学園都市線電化促進特別委員会の委員について、選考結果が議長の手元に届いておりま

す。議長にかわって事務局長より代読させます。

〇事務局長（中越辰雄君） それでは、私のほうから学園都市線電化促進特別委員会委員

の選考結果につきまして報告をさせていただきます。

定数８名でございます。委員でございますが、柏樹議員、市川議員、神林議員、石川議

員、稲村議員、宮司議員、古谷議員、山田議員。

以上でございます。

〇議長（髙谷 茂君） ただいまの報告のとおり決定することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、ただいまの報告のとおり、学園都市線電化促進

特別委員会の委員を選任することに決定をいたしました。

次に、委員会条例第８条第２項の規定により、学園都市線電化促進特別委員会の正副委

員長の互選をお願いいたします。
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休憩いたします。

休憩 午前１１時２９分

再開 午前１１時３３分

〇議長（髙谷 茂君） 再開いたします。

学園都市線電化促進特別委員会の正副委員長の互選の結果が議長の手元に届いておりま

す。

学園都市線電化促進特別委員会 委 員 長 石川 和栄君

副委員長 柏樹 正君

ただいまの報告のとおり、学園都市線電化促進特別委員会の正副委員長が決定をいたし

ました。

それでは、学園都市線電化促進特別委員会委員長から就任のごあいさつをお願いします。

石川君。

〇学園都市線電化促進特別委員会委員長（石川和栄君） ただいまご選任をいただき、学

園都市線電化促進特別委員会の委員長に就任させていただきました石川和栄です。どうぞ

よろしくお願いいたします。そして、副委員長に大先輩であります柏樹議員に皆様の満場

一致で選出させていただきました。本委員会は、平成21年６月の８日設置以来約２年間、

諸先輩の皆様の慎重なる審議を重ね築かれたこの経過を明年24年度春の電化開業に向けて

町長部局の皆様方、そして正副含めた８人の委員で当別町のため、電化で当別町発展のた

め、未熟ではありますが、皆様のご協力をいただき、必ず町民の皆様の負託にこたえるよ

う頑張ってまいりますので、大変お世話になりますが、どうぞよろしくお願いいたします。

（拍手）

〇議長（髙谷 茂君） 学園都市線電化促進特別委員会は議会閉会中も審査するものとし、

費用は議会費をもって充当いたします。

◇

◎議員の派遣議決について

〇議長（髙谷 茂君） 日程第10、議員の派遣議決についてですが、本日から平成24年３

月31日までの間、本町の重要案件事項促進のため、道内及び道外の関係機関に本議会を代

表して緊急に議員を派遣する必要がある場合に議員を派遣するものとして、派遣議員は案

件を勘案し、その都度議長において指名したいと思いますが、ご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、そのように決定いたしました。
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なお、議員の派遣に要する費用は議会費をもって充当いたします。

◇

◎所管事務調査の件について

〇議長（髙谷 茂君） 日程第11、所管事務調査の件ですが、本日から平成24年３月31日

までの間、総務文教厚生常任委員会、産業建設常任委員会、議会運営委員会、議会広報特

別委員会、学園都市線電化促進特別委員会より、所管事務調査を実施したい旨の申し出が

ある場合、これを許可することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、そのように決定をいたしました。

なお、調査に要する費用は、議会費をもって充当することとし、日程等細部の取り扱い

はあらかじめ議長に一任願います。

◇

◎諸般の報告

〇議長（髙谷 茂君） 日程第12、諸般の報告を申し上げます。

監査委員より例月出納検査の結果報告がありました。その写しをお手元に配付しており

ますので、ご高覧願います。

◇

◎報告第１号の上程、説明、質疑、採決

〇議長（髙谷 茂君） 日程第13、報告第１号を上程します。

提案の理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（泉 俊彦君） ただいま議題となりました報告第１号 専決処分の承認を求める

ことにつきまして、提案の説明を申し上げます。

平成23年３月７日に発生した町道金沢線道路陥没における自動車の物損事故につきまし

て、当別町が支払う損害賠償額を２万3,460円と定め、和解することについて、地方自治

法第179条第１項の規定により、平成23年３月28日付をもって専決処分いたしましたので、

これを報告し、承認をいただこうとするものであります。

よろしくご審議をいただき、承認をお願い申し上げます。

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を求めます。

〔「なし」と言う人あり〕
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〇議長（髙谷 茂君） 質疑を打ち切って、ご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、質疑を打ち切り、報告第１号は原案のとおり承

認することに決定してよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、報告第１号は原案のとおり承認することに決定

いたしました。

◇

◎報告第２号の上程、説明、質疑、採決

〇議長（髙谷 茂君） 日程第14、報告第２号を上程いたします。

提案の理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（泉 俊彦君） ただいま議題となりました報告第２号 専決処分の承認を求める

ことにつきまして、提案の説明を申し上げます。

平成22年度当別町一般会計補正予算（第８号）につきまして、地方自治法第179条第１

項の規定により、平成23年３月31日付をもって専決処分いたしましたので、これを報告し、

ご承認いただこうとするものであります。

本補正予算は、歳入歳出ともに6,242万円を増額し、その総額を93億5,175万8,000円と

いたしました。

補正額につきましては、１ページと２ページに記載の「第１表 歳入歳出予算補正」を

お目通しいただきたいと存じます。

次に、繰越明許費の補正につきましては、３ページに記載の「第２表 繰越明許費の補

正」をご高覧いただきたく存じます。

歳出の主なものといたしましては、３月11日に発生した東日本大震災による姉妹都市大

崎市被害状況が甚大で速やかな支援策が緊急に必要となったことによる大崎市に対する義

援金4,000万円、地方交付税などの確定に伴い財政調整基金へ2,203万円、減債基金へ4,36

6万2,000円を積み立てるために増額したものであります。また、事業費の確定に伴い強い

農業づくり事業補助金3,980万円などを減額したもので、財源といたしましては歳入にお

きまして地方交付税7,808万4,000円、繰越金2,394万6,000円などを増額し、道支出金3,98

0万円を減額し、措置いたしました。

よろしくご審議をいただきまして、承認をお願いいたします。

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を求めます。

渋谷君。

〇４番（渋谷俊和君） 専決処分の今の提案について、大崎市への4,000万円の義援金の
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専決処分にかかわって、ちょうど４月の初めに新聞に発表された経過があるかと思います。

ちょうど町会議員の選挙の直前でしたし、私も選挙中かなり多くの町民からこの問題につ

いておかしいと、もうちょっと話をすべきだというご意見をたくさんいただきました。そ

ういったことを前提にして、まず前段町長にお伺いしたいというぐあいに思います。

東日本大震災への救援というのは、これはもう非常に全国民的な立場でいえば当然のこ

とですけれども、しかしその中でまず１つは専決処分をする前に臨時議会でも開いて事前

に相談の方法はとれなかったのかという問題。２つ目には、町民の意向をよく聞いてから

僕は決めるべきでないのか。特に２年前の町長選以来、住民説明会等対話がないのではな

いのかということがありました。町民の苦情も認めないような、そういう広報に出してい

るわけですから、そこら辺とも関連するかもしれませんけれども、まずその点一つただし

たいというぐあいに思います。

それから、２つ目には、4,000万という多額な金額です。当別町の財政、今の公債費や

その他の状況から見て大変たくさんの金額だと思います。その点でいえば、例えば南三陸

町、その他もっともっと被害がたくさんのところがあるわけです。もっとひどいところが

ある。なぜそれを姉妹都市だということだけで大崎にしたのか。そこら辺も含めて、本当

に多くのところにもっともっとひどいところがあるのだから、赤十字なりなんなりに出し

て、きちっとやるべきではないのかと。4,000万という多額なお金だということが一つ意

見としてです。それから、町長自身もっと給与や手当などを含めてみずから率先して出す

べきでないかという意見もたくさんありました。ここら辺についても率直に、その上で多

くの町民に訴えるということが非常に大事ではないかということを一つ考え方をお聞きし

たいと思います。

最後ですが、このお金含めて4,000万というのは多額な金額ですけれども、今の公営住

宅一つとっても非常に野ざらしになってぼろぼろの状態だ。したがって、本来であれば白

老町のように60戸の公営住宅受け入れますとかいろんなことも恐らくやりたかったと私は

思うのです。しかし、今の当別の公営住宅の実態ではそういうこともままならないという

実態があるかと思うのですが、やはりそういう意味で被災者の人たちを迎え入れる、コン

ピューターの情報の入力だけのお手伝いではなくて、具体的にそういう状況も必要ではな

いのか。そのことが4,000万の具体的な中身としてもかかわってくるのでないかというぐ

あいに思いますが、この点も含めてお聞きしたいと思います。

以上です。

〇議長（髙谷 茂君） 副町長。

〇副町長（近藤充徳君） 渋谷議員の質問にお答えを申し上げますけれども、宮城県大崎

市への義援についての質問でございますけれども、この東日本大震災に係る支援について

でございますけれども、３月16日の３月定例議会の本会議におきまして、その当時副議長

でありました髙谷議員のほうから東日本大震災で被災した姉妹都市大崎市に対する当別町

及び町民の方々からの支援についてという緊急質問がございまして、この質問に対して泉
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町長のほうから明確に答弁をしているところでございます。この答弁の要旨でございま

すけれども、まず大崎市の災害情報等を地震が発生した３月11日の午後７時から当別町の

ホームページで代理掲載をしているということ。それから、いち早く緊急支援物資を送る

ために石狩市、それから新篠津村の協力を得て10トントラックチャーター便で16日午後に

大崎市へ向かうこととしたということ。また、避難所で大崎市の職員が疲弊し、苦労して

いるということから、災害支援のため町職員７名を３月18日から21日まで大崎市に応援派

遣するということ、また町と議会が一致協力して町民や経済団体に呼びかけをし、義援金

を集めて大崎市に送りたいと考えているので、議員各位にも各種団体に積極的に呼びかけ

をしてほしいという話とともに、町からの義援金についてもできるだけ早く取り組んでい

きたいというように町長のほうから大崎市に対する支援の考え方として説明を申し上げた

ところでございます。その後、再度の支援物資を発送することを検討していたところでご

ざいますけれども、大崎市へ派遣した職員が帰ってきてからの報告を聞きますと、現地で

は支援物資が足りているというような情報を得ましたので、今後におきましては物資では

なくて義援金を支援するということにいたしたところでございます。３月の22日に各町内

会と町内の経済団体などの方々が宮城県大崎市復興支援委員会を組織していただきまして、

４月の20日をめどに義援金を募ることとなりました。その後は、募金活動に入ったところ

でございます。３月29日現在ですけれども、宮城県大崎市復興支援委員会が発足して１週

間が経過したところでございますけれども、募金活動の状況から総額1,000万円を超える

義援金が集まる見通しがついたということを聞いているところでございました。また、町

からの義援金につきましては、平成22年度会計の決算見込みを勘案した中で町民１人当た

りの負担相当額あるいは管内の札幌市、石狩市ほか道内外の市町村の情報を収集して検討

を行いまして、当別町からの義援金を4,000万円としたところでございまして、平成22年

度の予算で執行することとしたところでございます。ですが、平成22年度予算で執行する

ためには、この22年度で執行すると決めたのが29日でございましたので、残る日数２日し

かないということでございまして、地方自治法に定めております、特に緊急を要するため

議会を招集する時間的余裕がないことが明らかであると認められるときは専決処分をする

ことができると定められておりますので、２日しかないということで議会を招集するいと

まがないということで専決処分をしたところでございます。こういった一連の経緯から、

姉妹都市大崎市への早急な支援が必要であると判断して、３月31日付で専決処分をしたと

ころでございます。なお、今回の東日本大震災での義援金または見舞金の拠出につきまし

ては、新篠津村を初め多くの自治体で専決処分で実施しておりますことを申し添えさせて

いただきます。

それから、なぜ大崎市かということでございますけれども、大崎市につきましては当別

町が明治４年に開拓を始めたときの祖の地でありますし、また姉妹都市として交流を進め

ているところでございまして、今回の災害では12名の方が亡くなっておりますし、約1,50

0棟の建物が被害を受けているということでございますし、それから上水道、下水道、電
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気、ライフラインも甚大な被害を受けているということから姉妹都市として支援をするべ

きだというふうに考えておりまして、大崎市への支援を考えたところでございます。

以上でございます。

〇議長（髙谷 茂君） 渋谷君。

〇４番（渋谷俊和君） どうも説得力がないですね。具体的になぜ4,000万、町から本当

の血税です。もう財政が大変だということでいろいろな負担を強いて、そして公営住宅も

ぼろぼろ。本当に本来であれば被災した大崎の方含めて迎え入れたいけれども、迎え入れ

るような状態ではない。そういう状態の中で、今町民の人たち4,000万、町長勝手に出す

のか、こういう意見がたくさんあります。ですから、姉妹都市の問題も被災者にいろいろ

な面で皆さんが一緒にやるということは、それはだれも否定しません。大事なことだと思

います。しかし、姉妹都市のあり方についても私は非常にかかわってちょっと問題がある。

例えば大崎タイムスの伊藤さんという社長さんおりますが、その社長さんがアメリカの大

学の名誉学長をとった。その表彰式に公費で出張する、姉妹都市だから。私は、これはそ

ういうことも含めて、姉妹都市のあり方自体にもっともっとやっぱりはっきりすることは、

出張の問題やその他の問題も含めて本当に適切にきちっとされているのかどうなのかとい

う問題。それは、宇和島も含め、それからスウェーデンも含め、いろんな点でそこははっ

きりさせなければならないですが、とりあえず今4,000万という多額なお金を税金から出

すと。それも専決処分で決めてしまってやってしまうという形というのは、住民の意見を

十分聞いて、それだけの多額のお金を出すのであれば、もうちょっとそういう作業やいろ

んなものが、緊急性はもちろんあるけれども、必要でなかったのかというぐあいに思いま

す。そこら辺について、ちょっともう一度質問したいと思います。

〇議長（髙谷 茂君） 町長。

〇町長（泉 俊彦君） 専決案文ですので、敬意を表して特別にそちらでお答えしようと

思いましたけれども、議長からこちらでよろしいということで、まず質問が支離滅裂だと

いうふうに思います。初めての議会ですから、私も初めて議会へ出たときのことを思い起

こしていましてやむを得ないと思いますが、まず整理をいたします。今提案していること

は、専決処分について承認を求めることで、他の議案をここで議論していることではござ

いません。議長のほうで整理を願えるものと思っておりましたけれども、あえて私申し上

げますけれども、大崎市の社長の授賞式にはもちろん出ておりますし、祝賀会にも出てお

りますし、伊藤さんとも非常に懇意でございますし、今回もお伺いしたときもちゃんと敬

意を表されて、謝意を表されております。渋谷４番議員の言われるようなことはないとい

うことを、傍聴人もおられますし、申し上げます。

さて、本論に入りますが、私は地方自治法にのっとりまして処分をしたのでありますが、

その前にこの東日本の大震災ということについて、町は予算委員会の最中に地震を感じま

して、委員会は直ちにそのときは閉会したわけでありますが、あの震災が当別で感じたよ

りも想像できないような大地震だったということにかんがみまして、議会の中でも16日で
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あったと思いますけれども、きょう議長になられました、当時副議長の髙谷議員から緊急

にこの議場で質問がありまして、議長席には竹田議長がおられまして、前段議長、副議長、

私、副町長などのいろいろな懇談もあった後に議会の竹田議長の計らいで副議長が議員を

代表して緊急質問があって、今答弁したとおり大崎市あるいはこの大震災に対して当別町

はどうあるべきかということの緊急質問がありました。それについては、答弁したとおり

でございます。その答弁の内容については、議事録にも残っておりますし、４番議員も広

報特別委員になられましたからおわかりのとおり、広報活動できちっとやれば住民が混乱

するというようなことはございませんでした。また、私は混乱しているというふうには思

っておりません。その当時の質問は的確な緊急質問でございましたし、私のほうでも的確

に述べております。これに対しては、できるだけ早い時期に対応しなければならないとい

う。そして、住民の皆さんの義援をいただくために議会の皆さんも私どもと一緒になって

できるだけ広く呼びかけていただきたいということを私はこの議場で答弁の中で申し添え

させていただいております。そういうような形で、その当時議会と理事者側は一丸となっ

て事の重大性について対応することを議論いたしまして、そしてそのとき当別町からも義

援金については考えているということも既に申し上げておる次第でございます。たまたま

その議会に欠席されておった議員も、２日ほどこの議会に欠席されていた人もおられまし

たけれども、議会は総意でそういう形でしっかりと町民ぐるみで、そして当別町も義援を

しようということを決定したわけであります。事後は、その地方自治法にのっとりまして

粛々と進めて、当別町では町民の皆さんが、今答弁したとおり1,000万以上の義援金を集

めてくださることになりまして、これは各町内会の会長様初め各団体、４番議員の町内会

からも義援金をいただいておりますが、そう多くはございません。そういう形の中で、議

会でも議員会として相当額の義援をいただいておりますけれども、一個人でも前議員の皆

さんの義援金よりもはるかに上回るような、農家の方々でもそういうふうに、それはここ

で協議したことを町内会長さん方が中心になって今回のこの義援金の活動の組織が立ち上

がって、多くの町民に広く理解をいただけるような活動をした結果でございます。

〔発言する人あり〕

〇町長（泉 俊彦君） 議長、私の答弁中でございますが。

〇議長（髙谷 茂君） 静粛にお願いします。

〔「支離滅裂だ」と言う人あり〕

〇町長（泉 俊彦君） 答弁やめます。静かにさせてください。

〇議長（髙谷 茂君） ここで一たん休憩をいたします。

休憩 午後 零時００分

再開 午後 零時０１分
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〇議長（髙谷 茂君） 再開いたします。

〇町長（泉 俊彦君） ご自分が重要な質問をされているときに、答弁しているときには

静かに聞いてもらうのが議会のルールだと思います。

そういう形の中で、私は東日本災害が発生したときテレビと新聞の報道で食い入るよう

に見ながら被災地の人々の心の中では怒りを、あるいは悲しみを、苦しみを抱いているに

もかかわらず、テレビで見る姿は涙は浮かべていても静かな表情をにじませて、被害の状

況を語る姿にいつも胸を打たれ続けていました。そして、お見舞いを申し上げますとか黙

祷とかいう言葉のなぐさめ、励まし、そういうことよりも、そばに寄り添ってその悲しみ

をともに引き受けることができれば、そういうことが大切だというふうに、それこそが最

高の心の交流になると思っておりました。未曾有の大震災は多くの住民の命を奪い、多く

の現場に壊滅的な被害をもたらした被害自治体に私たちは何ができるか、姉妹都市大崎市

に何をすべきか私は何日も考えました。そして、３月29日、もう時間がないということに

なって、22年度の予算で早急に対応するということを議会に表明しておりましたので、そ

ういうことでもう時間がないということで4,000万円の専決処分をいたしました。そして、

その直後に開かれました、例えばＪＡの総代会などでは私は町民の皆様にお話をする機会

だと思いましたと同時に、石狩市の市長さんもＪＡの会合に来られておりましたので、当

別町がＪＡの拠点であるということで石狩市よりも先に市長は私に祝辞を述べなさいとい

う慣例によって私が祝辞を述べる機会がありましたので、まずはこのたびの大崎市に対す

る支援物資について、お隣の田岡市長さんの理解をいただいて当別町に大崎市に送るよう

にということで支援物資をいただいたのでございますということを当別町のＪＡの総代の

皆様にお披露目しながら、田岡市長さんに感謝の気持ちをあらわしたような一幕もござい

ました。その後もいろいろな場所で町民の皆さんにとりあえず専決処分をさせていただき

ましたということで申し上げまして、皆さん自身も1,000万を超える、140近くの団体の方

々がそれぞれ義援金を集めていただきましたことにお礼を申し上げまして、近々大崎市に

できるだけご迷惑をかけないように、職員１人伴って１時間か１時間半くらいの時間でと

にかく復興支援の早からんことをお願いに参りますということはその都度話してまいりま

した。

さて、４月28日に11時から１時間半くらい大崎市の市長あるいは正副の議長さんにお会

いをいたしまして、その後飛行機から帰ってまいりましたけれども、飛行機で舞い上がっ

たとき、日本が誇る東日本の太平洋沿岸の美しい景観を小さな窓から見ながら私が感じた

ことは、海に流された無数の水漬くかばね、そして山野に投げ出された無数の草むすしか

ばねに一人一人の魂が離脱して飛翔して、この飛行機の飛んでいる空まで飛翔して、そし

てこの美しい国の山や森に静まることを祈っておったのでございます。私は、そういう心

情で多くの町民がたくさんの時間を費やして1,000万に余る浄財をご寄附いただいたこと

を市長や議長にお伝えをさせていただきましたとき、あの体の大きい伊藤市長さんが体を

震わせて涙声で当別町民の皆さんによろしく伝えてくださいというお話をいただいたのは、
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今も忘れることができません。改めてこのような活動を下さいました傍聴席にもおられま

す町内会のそれぞれの皆様にも心からお礼を申し上げ、伊藤市長並びに議長様のお気持ち

をお伝えしたいと思うのでございます。

また、質問にもあったと思いますが、全国の市長会、町村会としては、今回の災害の義

援については姉妹都市のあるところは姉妹都市に送ることで何の不自然さもない、お互い

にそういうことを優先しようということが自然のうちに申し合わせられておりますので、

そのような形で進んでおりまして、私も町民の方が町長これはどこに寄附するのかとお尋

ねいただいたときに、大崎市にお届けしたいと考えておりますと申し上げたとき、その質

問をされた方は、ああ、わかった、それがよい、それなら寄附するというふうに言ってく

ださいました。つまり自分たちが浄財を出す、寄附をすることがどこに届くのかというこ

とが目に見えない形では寄附金の値が薄くなるので、はっきりと当別の場合は大崎市にお

送りさせていただきますということを明言したことによって、私の接した範囲ではほとん

どの人は理解を深めて喜んでいただいておりましたことも４番議員に答弁させていただき

ます。

残余について答弁漏れがあれば、他は職員のほうから答弁いたさせますが、私はこのよ

うな形で、初議会とはいえこのような義援活動、そして我々の深い深い友愛で結ばれてい

る姉妹都市に対して今のような質問が今後続くことは私はあってはならないと思います。

ぜひ議員各位でいろいろな研さんを深めていただきますことをお願いを新議長に申し添え

て答弁といたします。

〔発言する人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） お静かにお願いします。

渋谷君。

〇４番（渋谷俊和君） 聞いていることに全然答えていない。ただ、東日本大震災、大崎

市の被災の状況、それはもう毎日テレビや新聞で見ているからみんなわかる。感傷的なこ

とを20分にわたって延々と話しても、なぜ4,000万のこの血税の、なぜ4,000万出すのかと

いう具体的な中身について全然触れていない。感傷的なことだけ。これがまず１つ、具体

的な。

２つ目は、支離滅裂は取り消してください。あなたの答弁が支離滅裂なのです。だから、

そういう言葉でもって指摘をするということについては、発言録から削除してもらいたい。

これは、議長にちょっと提案しておきたいと思います。

以上です。

〇議長（髙谷 茂君） 町長。

〇町長（泉 俊彦君） 4,000万円を私は専決処分したと申し上げました。副町長からも

地方自治法にのっとり専決処分したと申し上げました。その専決処分が法律に触れるもの

だとは思ってございません。

〇議長（髙谷 茂君） 柏樹君。
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〇１５番（柏樹 正君） 関連する部分もあります。もう少し整理をしていただきたい部

分があるのですが、私はこの専決処分をしたことの行為の問題が一つは大きいことだと思

うのです。議会にとってみれば、平成22年度予算で専決をするために日にちが29日に町長

が決断されて、31日まで２日間しかないから専決したのだということですが、実際に３月

の議会中に地震が発生して多大な被害があるということを私たちも知り、また同時に議会

選挙を抱えていまして、各議員、候補者もそれぞれ住民の方のいろんな意見があったと思

うのです。確かに忙しかったけれども、私が町長に求めたいのは、なぜ平成22年度で専決

をしなければならなかったのかということを決断したことを議会にどういう経過で説明さ

れたのかということ、その経過を一つは知りたいということです。23年度予算でもできた

のではないかというのが今あるのです。私が聞いたのは、４月12日でしたか、震災の報告

があったときに、実はそういうことでやったのだということをお聞きしたのですが、承り

ますと議長、副議長には町長のほうから専決処分をしますよという話があったということ

なのですが、私はこの臨時議会が本当に開けなかったのかどうかという、町長初めそうい

う努力を私は本当にできなかったのかどうかということにまだ理解できていないのです。

それから、当然その話を受けられた議長、副議長が町長側にやっぱり議会を開いて、いろ

いろな意見があるのだから、そこで住民の気持ちや今の状況を議会でも協力するつもりや

状況というのは当然わかっていますし、大変だということがわかりますから、そのことに

ついての議会を開く努力がお互いにやっぱりあるべきだと私は思うのです。そういう意味

で、先ほど副町長も、そして町長も申された専決処分をせざるを得なかったということに

ついて、もう少し突っ込んだ形での説明をしていただきたいということで、私はやっぱり

専決でそう簡単に、自治法上最終的にはもう議会が開けないのだということがあるという

のは、私も気持ち的に町長が本当にせっぱ詰まった気持ちだということは私もわかるので

す。皆さんもそういう気持ちだったと思うのです。やっぱり早く何とかしたいという気持

ちがあった。では、だからといって全部ほっぽり出していいのか。やっぱりその中でも議

会を開いて議員の協力も必要だった、いろんな意見を聞く場もあってよかったのでないか

というのが僕はあってしかるべきだったと思うので、その辺の時間的余裕だとかそれまで

の取り扱い方について町長の経過についてまずお聞きをしたい。それが１つだと思うので

す。大崎についてどうのこうのというのはまた見解、いろんな問題がありますから、それ

は別なのですが、そのことが今回の議決の、専決が本当に必要だったのかどうかというや

っぱり判断の基準だと思うのです。私は、やっぱり議会を開く努力を町長はもっとすべき

でなかったかという私は気持ちを持っていますから、その点で町長にお伺いしたい。

〇議長（髙谷 茂君） 副町長。

〇副町長（近藤充徳君） 柏樹議員の質問にお答えをいたしますけれども、なぜ平成22年

度の予算で専決をして23年度の予算ではできなかったのか。23年度であれば議会が招集で

きたのでないかというような趣旨のご質問だと思いますけれども、まず23年度予算で補正

をするために議会を招集するということになりますと、平成23年の３月に23年度予算を議
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決していただいて、23年４月１日から新しい年度が始まって予算を執行している中で、一

月前に議決したものをすぐ変えるというのは、３月に提案をした意味ということが非常に

議会に対して失礼に当たるというふうに思いますし、また年度が始まったばかりですと、

税収、これも全然確定していません。交付税もまだ確定していません。そうした中で、見

込みで３月に予算を成立させていただきましたけれども、それを変えるという根拠につい

て非常に難しいのでないかなというふうに考えております。ですから、新年度が始まって

早々に予算を補正する、あるいはもちろん専決処分もそういうものが決まっていないうち

に新しい予算が始まってすぐ専決処分をするということも、これも適当であるとは思えま

せんし、また補正予算を組むということも、これもまた適当でないというふうに考えます。

22年度予算、29日になりまして繰り越しが出るということがはっきりわかってきました。

約１億円の繰り越しが出ることがわかってきましたので、町長が専決をしても23年度の予

算に影響をさせることはないというような判断のもとで29日に町長が専決処分を決定し、

31日に専決処分をしたということでございますので、よろしくお願いいたします。

〇議長（髙谷 茂君） 柏樹君。

〇１５番（柏樹 正君） もう一度お尋ねしたいのですが、どうも自分でそこに、29、31

日というところに自分を追い込んでいるような気がするのです、町長部局自体が。なぜ29

日に決断されたのですか。議長等にお話しされたのはいつでしょうか、専決をされるとい

う。それから、今副町長は４月以降も新年度予算は一定の時期にとらなければだめだと。

緊急の場合はそれではないわけでしょう。だから、それは私は説明にはならないと思いま

す。もう30日、31日には１億円近いお金が、繰り越しも含めて交付税が6,000万ですか、

来ているわけですから、その分を使うことは可能だということですね。だから、専決を３

月31日でなくて、例えば４月３日、４日であってもあり得ることですね。それは、あり得

ないことですか。それは、私はあることだと思うのです。問題は、議会にどういう形で相

談されたかということだと思う。議会を開くすべがなかったということがやっぱり今回の

専決の理由ですから、私はそこをやっぱりきちっと町長の姿勢として議会に協力を求めて、

こういう大事なときだから議会側も協力してほしいという要請がなぜなかったのかという

ことをやっぱり疑念に思っていますので、そのことを重ねてお伺いしたい。

〇議長（髙谷 茂君） 町長。

〇町長（泉 俊彦君） 柏樹議員は、どうも専決処分を理解されていないようですから、

お答えしますけれども、選挙中もいろいろ声が聞こえました。専決が多いのでないかとい

う声も聞こえました、マイクからも。当別町では、この５年間、大体きょうのような、き

ょうも２件損害賠償ありました。12件ありました、道路が割れていたと。それから、国保

の繰り越し、それから税の改正、３月国がぎりぎりに改正してくることによって専決19件

ありました、このほかに。それから、一般会計で年末処理するようなことが８件ありまし

た。大体過去、この18年から５年間、専決処分、異議なし、異議なしで皆さんはずっと認

めてきてくれたのが39件ありました。それ以外に１つ、本年の２月２日に排雪の4,300万
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専決しました。これも従来の決定に従って、雪が多かったので専決をしました。このとき

に専決はおかしいではないかという人は一人もいませんでした。唯一、今議長席に着いて

いる髙谷、当時副議長が町長、今回の専決はよかったね、そういうことを言ってください

ました、そのとき。それ以外、私は褒めもなかったですけれども、いただこうと思いませ

んでしたけれども、だれも反対はありません。つまり専決ということについては、ほとん

どの方が状況によって、例えば災害の場合、やむを得ない場合はそれは専決、あるいは今

回のようにお見舞いのことについて、町長が決断しなければならないこと、しかも決断す

るということについては議会の皆さんの緊急質問がある中で私は町も一定の義援金を出す

ということを言っていますし、答弁で。しかも、多くの町民に義援金を集めることに議員

の皆さんもどうか協力してくださいと私は申し上げたのです。そして、その日の午後から

町は既に職員の段階で既に支援物資を送る段取りをしました。そのときに10トンダンプ、

そんなものが届くのかということを言われて心配されている議員がいらっしゃることも私

は聞いておりましたけれども、我が職員はしっかりとその段取りを全部しまして荷物を送

る、そして大勢の職員があの出発式には出たのです。議員の皆さんが全部いたとは私は見

えませんでした。しかし、その出発式に手伝ってくださった方もおりました。そういうよ

うな状況で、そしてまた職員が７名派遣されたときも早朝行きました。もちろん私は町長

ですから見送りしました。そのときも議員の皆さんがそんな朝早く送ってくださる由もな

いし、職員も送ってもらおうとも思っていなかったと思います。この間、一刻も休みなく

役場の職員や私はいろんなことを準備してまいりました。そういう中で、しからば柏樹議

員にお聞きしますけれども、あなたは4,000万でなくて幾らだったらよろしいのですか。

多かったのですか少なかったのですか、明確に言ってください。反対だったのですか、明

確に言ってください。

〇議長（髙谷 茂君） 柏樹君。

〇１５番（柏樹 正君） 私は、町長から逆に質問されることはないと思います。町長が

ちょっと理解されていないのは、議会を開いて専決をする場合、専決をしなければならな

い自治法に書いてあること、議決機関たる議会がその本来の職責を果たし得ない場合、ま

たは果たさない場合に町が補充的に議会にかわってその機能を行う。時間的余裕がないた

めに処分するということですよね。それが専決処分ですよね。私は、議会を開く、本当に

余裕がなかったのかどうか、そういう追求を町側が私はできたのではないかと。どうして

３月31日でしたのかと。それから、その前後の関係で本当にそういうこと、私は4,000万

がいいとか悪いとかということをここで議論することを今言っているのではないのです。

議会を開く努力を町側が求めたのかどうかということなのです。それと、それを受けた議

長、副議長が恐らくその相談というか話があったと思うのです。その時点でやっぱり議会

を開くべきだったと、そういうふうにその時点で町に言うべきだったと私は指摘しました、

それは後から。町長が言うように、本当に緊急で必要な支援が相手側に必要だというふう

に町長は判断された。各町内会は、その時点で各町内会総会等を開いて、さあ、どうしよ
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うかという議論をしている最中でした。本当に３月31日に必要だったのかどうかというこ

とも意見が出ているのです。そうであればあるほど、私は町長は議会に諮るべきだったと

思っているのです。そのことが4,000万がよかったのか悪かったのかと柏樹さんに聞きた

いと、それは私は町長の答弁としてはふさわしくないと思います。

〇議長（髙谷 茂君） 町長。

〇町長（泉 俊彦君） この際、当別町が幾ら義援金を出そうかということは重要なこと

だと思います、私は。ただ集まってみて、どうするかということでは、それは無駄な会議

になります。しかも、議会のほうで16日に緊急に質問、皆さんを代表して質問があったわ

けです。それに私たちは真摯に答えたわけであります。住民の皆さんにこの事態を理解し

ていただいて、義援金を少しでも多く集めたい、送りたい、町からも送りたいと申し上げ

ています。そういうことの中で、議員の皆さんにも住民に呼びかけをしてくださいという

お願いをしました。したのです。しかし、荷物を送るときに皆さんは、柏樹さんはあの状

況を見ていたのでないですか。そういう状況で真剣にみんな寸刻を争っていろいろと何と

か全員応援をしようと思ったのでありませんか。そういう積み重ねの中で、私たちは当別

町としては支援金を幾ら送るかということは、あの段階では私が決断せざるを得ないと思

います。決断でしました。専決をしました。そして4,000万と言いました。4,000万がおか

しいと今言っていましたよね。議会に諮らなかったと言っていますよね。議会に諮らなか

ったことが問題なのでしょうか。私は、もう16日の段階から皆さんと意思の疎通はあった

わけであります。あと必要なのは、幾ら送るかであります。それは、私の責めにおいて、

私の判断においてさせていただきましたから、それが多いのか少ないのかをはっきり申し

てください。多かったと言えば、少なかったと言えば、それなりの対応をみんなでするこ

とはできると思います。あの段階では、そうすることが私に課せられた責務だと私は信じ

てやみません。

〔「再三にわたって申しわけないんですが……」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 柏樹議員に申し上げますけれども、引き続き町長に対する質問で

すね。

〔「そうです」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 副町長。

〇副町長（近藤充徳君） 町長の答弁に補足してお答えさせていただきますけれども、震

災発生したのが３月11日ということで、被災地に支援をする場合にはできるだけ早く迅速

に対応しないとだめだというふうに考えておりまして、義援金を送るとしても２カ月、３

カ月後ではなくて、発生後一月以内には送ることが一番いいのかなというふうに判断をし

ているところでございまして、３月の末に繰越金がはっきりしてきました。この繰越金を

23年度に使うとしますと会計閉鎖後というルールがありますので、４月に繰越金を使うと

いうわけにいかなくなりますので、この繰越金を使うとなれば22年度会計で処分をしてし

まわなかったらだめだというような内部事情がございましたので、３月31日付で専決処分
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をしたと。そうしたときには、議会を招集するいとまがなかったということでございまし

て、年度内に処分をしたということについては以上の理由からでございます。

〇議長（髙谷 茂君） 柏樹君。

〇１５番（柏樹 正君） 繰り返しになって平行線のような感じがしますけれども、私は

できる限り、町長は何回もこの形で全部何年間もそういうことで緊急の場合はやってきた

のだということを列記されましたけれども、こういう大事なことだからこそ議会で議論を

する努力は私は理事者側には求められるべきだという立場でお聞きしているので、16日に

髙谷、当時副議長が議会で議論されて、緊急に町としても全力を挙げるようにと、我々も

議会も協力しなければならないという意思表示されて、その後の行動はいろんな形で行わ

れていると。31日の２週間の間に、やっぱり町から費用を出さなければならないという話

をなぜ29日だったのですか。その間にどうして議長と議会を開いてやるという努力、僕は

あったと思うのです。年度を越せないということであれば、なおさら私は16日から31日ま

での間にそういう努力は私はあったと。それはもう町長と言い合ってもそれ以上、今結果

ですから、でも今後のこういう形を専決処分をやる場合の町長の姿勢の問題としても私は

問われると思うのです。議会にやっぱり本当の大事な、こういう地震なんかまた起きては

ならないけれども、何が起きるかわからないときに、だれがどういう体制でやるのか。議

会側は議会側のやっぱり責めもあるし、務めもあります。町は町としての責任もあります

し、何とかしたいという気持ちがあり、それが報道に出てくると思うのです。そこで、や

っぱりそういう議会のルール、自治法というのがあると思うのですが、それを可能な限り

やっていく努力を私はやるべきではなかったかということで、今後のことも含めて私は町

長の姿勢を問うていきたい。

〇議長（髙谷 茂君） 町長。

〇町長（泉 俊彦君） 今後のことということでございますから、私からもお答えします

が、今後のことを考えるのであれば、私のほうもお願いしておきます。こういう事態が起

きたときは、議員は毎日のように町長のところへ来て、あれどうなっている、これどうな

っている、早くしなければならないのでないか、義援金は幾らになった、そういうような

ことが話し合いできる形でないですか。どなたもいらっしゃいません。このことについて

は、竹田議長だけが早く送れよということを言ってくださった、そういう心配をしてくだ

さっただけ。先ほどから申し上げておりますように、それだけおっしゃるのであれば、義

援金活動にもう少し住民のほうに、柏樹議員さんはどんな働きをしたのでしょうか。そう

いうことを実際あるのでしょうか。そういうことをいろいろやって、その中で町長がどん

なことを今考えているか、探ったり助言したり苦言言ったりすることはできたのでないで

しょうか。私は、そういうことを皆さんが本会議16日にされた以降は私のほうも義援金を

出しますということを申し上げているし、住民の皆さんも組織をつくって活動してくださ

っているから、それを皆さんは見てくださっているものだというふうに思いました。そう

いうことで意見があるのであれば、再度お伺いします。4,000万に反対なら反対で、しっ
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かり意見を言ってください。私に与えられた専決でやってございますから。

〇議長（髙谷 茂君） 議長から議事進行上で皆さんにお諮りをいたしたいと思います。

このままで審議を続けて、質疑を続けていくということはできないというふうに議長は

判断をしています。そこで、この機会ですから、それぞれの各議員で賛成意見、反対意見、

しっかりおありだというふうに思いますので、討論に入りたいというふうに思いますが、

ご異議ございませんか。

〔「議長、議事進行」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） どうぞ。

〇４番（渋谷俊和君） ここは、町の提案のものを審議するところだ、ただしたりですね。

逆に議員に質問して、それをどうなのだ、どうなのだと、どう考えているのかと。逆では

ないですか、それは。町当局の詭弁です、それは。そこのところは、しっかり町長、今ま

でそうやってやってきたかもしれないけれども、それは違う。我々議員が町の提案につい

てしっかり質問しているのだ。それにしっかりかみ合った形で、だらだら、だらだらと長

々と感傷的なことを言うのではなくて、きちっと4,000万がなぜ4,000万にしたのかという

根拠ですね、そこをもっと明確に答えてほしいということを言っているわけですから、出

すのがいいとか悪いとかということを私も言っていません。それは、なぜ4,000万なので

すか。町長自身も半分出しているとか何かというのであれば、そうやって言ってほしいで

す。そういうことも含めて私は聞いているのです。議事進行については、そこをきちっと

整理してください。

〔「発言の取り消しを、町長の発言の取り消しを求めます。動議に

なります」と言う人あり〕

〔「私も同じ。さっきの動議します」と言う人あり〕

〇１５番（柏樹 正君） 先ほど私が質問した、議会の専決処分のあり方についての町長

の姿勢をお尋ねしたときに逆に、今もちょっと渋谷議員さんも言われましたけれども、議

員個人の行動を逆に質問されて、それを責めるという、あなたはどうなのだという、そう

いうやり方は私は好ましくないので、その部分は削除していただきたい。私自身もちょう

ど選挙中でしたから、私は募金箱を持って訴えてまいりました。かなりの方が協力をして

いただきました。政党です。私は共産党ですから、共産党の活動の一環として選挙中も広

報の活動の中でも訴えも行ってきましたし、それは党を通じて各地のところに行っていま

す。でも、そういうことをここで町長にあなたは何をやっていたのだという、そういう質

問をされるいわれはありませんので、そういう答弁は町長のほうから削除していただきた

い。これは、議長に要請します。

〇議長（髙谷 茂君） それでは、ここで休憩をとりまして、今の発言についての審議も

ありますから、議運を開いていただきたいというふうに議長のほうからお願いをいたしま

す。

ここで休憩をとります。
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休憩 午後 零時３２分

再開 午後 ２時２０分

〇議長（髙谷 茂君） 再開します。

初めに、町長に申し上げます。当議会においては、町長から議員に対する質問権は認め

られておりませんので、今後十分に配慮願います。

この際、町長からの発言を認めます。

町長。

〇町長（泉 俊彦君） 私は、当別町の姉妹都市である大崎市への復興支援金4,000万に

ついて専決処分に関しては、本日近藤副町長の答弁のとおり地方自治法に沿って執行した

ものでありますが、今後も専決については議会を無視したと誤解されないように細心の注

意をもって執行いたしますので、補足答弁といたします。

〇議長（髙谷 茂君） これより討論に入ります。

討論は、自席で行います。

まず、反対討論から認めます。

渋谷君。

〇４番（渋谷俊和君） 先ほども話したように、大崎市への義援金4,000万円について、

東日本大震災の被災地がそれぞれ大変なあれ抱えていますから、そういう点で町民、全町

挙げて義援金を出したり、また物を送ったりいろいろなことで、あるいは住民を受け入れ

ることも含めて大いに結構。そういうことについては、まず賛成している。

ただし、今回提案された4,000万についての根拠、具体的になぜ4,000万にしたのかとい

うことについてただしたところ、具体的な、ただ町長はそう思って決断したのだ、そうい

った中身ですから、そこにはやっぱり町民の意識と乖離しているものがあるのではないの

か、私は思います。意見を聞かない、苦情は受け付けませんとか、あるいは対話を積極的

にやってきた２年前の町長までの間の以降、一回もそういった対話集会なり住民説明やっ

ていない。そこに断絶があるのではないのか。その点のずれが今回の問題も広く町民の中

に本当にエネルギーや意見を積極的に聞いて、もちろんそれは議会も含めてですが聞いて、

そして当別町としてできることを最大限やるという姿勢が答弁含めて感じられないので、

反対します。

以上です。

〇議長（髙谷 茂君） 賛成の討論を求めます。

宮司君。

〇３番（宮司正毅君） 結論から申し上げますと、今回町長がやられた決断は、私はもろ

手を挙げて賛成します。
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理由は、まず……その前にこれをやったことに対して町営住宅がどうだとか、いわゆる

そういったのは予算の中での多分一こまといってお話しされているのでしょうけれども、

本件はこの問題について議論しているわけですから、予算をどこかに回すべきだったとか

いう話は全く違う話なのです。その話を持ち出すのは、私はまずやめるべきであろうと。

まず、この問題についてどう解決するのかということが求められているということを最初

に申し上げます。

２番目に、こういういわゆる災害とか、あるいはお葬式もそうですけれども、こういう

問題というのは何よりも大事なのはスピードなのです。あした困っている人がいるのに、

そら議会だ、そら何だといって、それを時間をかけて、そんなことをやっているから、今

の民主党の政権を皆さんごらんになったらいいではないですか。今のあの災害が二次災害

とも言われていますよね、あるいは人災とも言われているのです。それほどリーダーシッ

プに欠けたトップがやると国は滅びるのです。それぐらいの危機にあるのです。そういう

点で、私はこういうものを即決して即断してというのは極めて正しい手法だし、そうでな

かったら事は進まないというのが私の考え方です。

それから、金額についてですが、では4,000万が正しかったのか、10万円だったら正し

かったのか、１億出してもいいではないか、いろんな意見があると思います。でも、理論

的根拠なんて全くあるわけがないです、こんなものは。数字で出てくるわけでもない。し

たがって、いろんな要素の中で人も応援に出した、あるいはインターネットでも協力した、

あるいはそういった義援金も出す、いろんなものをできるだけ速やかにスピードを持って

やるということが求められている。しかも、4,000万という数字は、ちょっと例を出しま

すと、例えばアメリカのウィスコンシン州の一人の11歳の少女が戸別訪問をやって54万円

もたった２週間で集めるというようなことをやっている人がいるぐらいの、それだけの災

害に対して、私は4,000万なんていうのは極めて、これが妥当という言葉がいいかどうか

知りませんけれども、多過ぎるというようなものではないと思います。

それから、もう一つ、私事で恐縮ですけれども、私はアフリカのいろんな国の支援をし

てきています。例えば一貧困の国で約50％の人が200ドルから300ドルの年収の国です。だ

から、円でいえば１万5,000円から２万5,000円しかもらっていない。国民の半分がそのぐ

らいしかもらっていない、年収ですよ、の国が何と8,000万円も日本に寄附してきている。

今世界の116の国、地域、そして28の国際機関がこぞって日本の震災に援助してくれてい

るわけです。そんなことを考えるときに、4,000万が我々の町税だ、町税だというような

金額かというと、私はすごく恥ずかしいです。食えない人たちがそれだけの金を出してき

ている。私たち食える人たちが、私はもっともっとやっていいと思うのです。というのは、

ある大手の企業が100億円、一企業で100億円の寄附を出しました。私が非常に関連してい

た会社です。その社長いわく、まずこういう問題はスピードを持ってやる、即断、即決が

何よりも重要である、これが１つ。もう一つ、金額は１年で使うものでなくてもいい、４

年かかって100億円をやっていきましょう。これから震災の後始末で物すごくかかるわけ
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です。例えば今回16兆から24兆の社会資本が失われているのです、あの地域で。そして、

アメリカのスタンダード・プアーズという会社の、これは格付会社ですけれども、ここは

50兆円の復興支援が要るだろうと言っているのです。そんな中に、それは義援金は幾らあ

っても足りないわけですから、またことしも少なからずやってもいいぐらいに私は思いま

す。したがって、まず第１ステージとしてばっと4,000万をやったことについて、私は極

めてすばらしい判断だというように思います。

もう一つ、不特定多数、いわゆる先ほども出ましたけれども、赤十字だとか、そういう

ところにやるのも一つの方法ではあります。しかし、私の今までジャイカという国際協力

の経験からいきますと、総花的に全部やったときには、それは効果が非常に薄いのです。

義援金やるのに効果もくそもあるかという意見もお持ちでしょうけれども、やはり義援金

をやるということは、これはやはり何かこちらがあったときにまた助けてくれるというこ

とがあるからみんなやるわけです。116の国が日本にくれるというのは、今まで日本がそ

れだけのお金を毎年3,000億円も皆さんにやってきたからです。でも、それを総花的にや

っていると、みんなありがたみが薄れます。ですから、やはり自分たちの一番近いところ。

今後いろんな形で協力できるところにそういうものをやるということがやはり僕は重要だ

と。実は、海外協力も10年前までは日本の外務省は総花的でした。私事で恐縮ですけれど

も、それを私は変えさせました。そして、今は戦略を持って、なけなしの税金、血税をど

うやって効果的に日本の国民に返ってくるようにするかというふうになっています。そう

いう点で大崎市にしたということも私は支持をいたします。

それから、先ほどからお聞きしていますと、事前に相談があったとかないとかいう話が

ありますけれども、大変私が新人の議員としてこんなことを申し上げると先輩からおしか

りを受けるかもしれませんけれども、それは余り建設的なものではないなと。やはりこの

議会では、もう少し政策だとか戦略だとか戦術だとか、そういうことの議論はもっともっ

としたほうがいいと思いますが、言っていたとか聞いていなかったとか、そういうお話は

どうも私はなじめないということを申し添えておきます。

最後になりますけれども、ここで議論したことは、私は大崎市に知られないでほしいな

と。もらっている人の立場も私たちは考えるべきだと思います。こんなことがここで議論

されて、もらった人がこれを知ったらどう思いますでしょうか。私は、こういう議論をこ

こでこれ以上やるのはぜひやめて、早く次の議論に移ってほしいというのが私の最後の意

見です。ありがとうございました。

〇議長（髙谷 茂君） 反対討論。

柏樹君。

〇１５番（柏樹 正君） 質疑の中で町長にお尋ねをした件で非常に残念なので、形とし

ては反対討論になります。

というのは、今お話がありました議会といえども緊急性を考えると、やっぱり町長のと

った態度は正しかったのではないかという話がありましたが、私どもは議会ですので、地
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方自治法上可能な限り議会を開く。専決で今回は当然のことながら無視したとは思ってい

ないというお話がございましたし、説明の中では議会を開くことが全く不可能だったとい

う答弁が繰り返されたのですが、私自身はそうであったにしても、そういう感覚であった

にしても、議会にそういう相談等が本当にできなかったのかというのは今でもまだあるの

です。だから、そういう意味ではこの間、ちょうど町会議員の選挙等があったので、そう

いう物理的な条件も多分加味していたと思うのですが、私は議会の議員からも指摘があっ

たし、また住民からもやっぱり議会で相談をして、これだけ大事な問題ですから、だれも

中身は反対しないだろう。しかし、きちっとそういうことを議論を尽くした上で、やっぱ

り向こうにできるだけ速やかにそういう支援をしていこうということでは私は一致できた

と思うのです。そういう意味では、これは既に処分されていますから、今から仮に否決さ

れたとしても、それは効力は失われるものではありませんから、私はあえて町長には今後

そういう指摘を、今回のことについては重く受けとめていただきたい。今後もそういう点

ではさらに努力をしていただきたいという注文というか、指摘をしておきたいというふう

に思います。

〇議長（髙谷 茂君） 賛成討論ありますか。

臼杵君。

〇７番（臼杵英男君） 結論からいいますと、宮司議員さんがおっしゃったようなことで

大変私どもの考え方、それに対しての相手がいることでございますから、大崎に対しての

気持ちということを考えるときに、町長のお話もありましたように、今後もう少し配慮を

したいというお話もありました。当然専決のときの条件としてそうせざるを得なかったと

いうことについて副町長も述べておられましたけれども、その中で22年度の予算の中での

処分をなるべくそこで速やかにしたいというお話でしたので、そのことについては理解し

ておりますし、ただ１つだけ、これは専決の前、後でも速やかにやはり私たち議員に対し

てのこうしてこうなったのだよという説明がもう少しいただけなかったかなと思いますけ

れども、基本的には賛成をいたします。

〇議長（髙谷 茂君） 反対の意見ありますか。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） なければ、これで討論を終わってよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） それでは、これで討論を終わります。

本件については、採決を行います。

採決は、起立によって行います。

本件について賛成の方はご起立願います。

〔賛成者起立〕

〇議長（髙谷 茂君） 起立多数です。

したがって、報告第２号は原案のとおり承認することに決定いたしました。
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◇

◎報告第３号の上程、説明、質疑、採決

〇議長（髙谷 茂君） 日程第15、報告第３号を上程いたします。

提案の理由を求めます。

町長。

〇町長（泉 俊彦君） ただいま議題となりました報告第３号 専決処分の承認を求める

ことにつきまして、提案の説明を申し上げます。

平成23年３月14日に発生した町道茂平沢南北線道路陥没における自動車の物損事故につ

いては、当別町が支払う損害賠償額を３万5,574円と定め、和解することといたしました。

地方自治法第179条第１項の規定により、平成23年４月８日付をもって専決いたしました。

なお、ただいまの議論を拝聴いたしまして、今後いろいろと十分な配慮していきたいと

思いますが、臨時議会１回開くとここに並んでいる参与席は時給3,000円から3,500円の職

員二十数名、それが10時から４時まで５時間、あるいは議員さんには費用弁償などを合わ

せると、大体こういうことで臨時議会を開くと30万の費用が、実質そういう額になるとい

うこと。また、私は大崎のことについては、特に大崎に非常に信頼の厚い前議長、竹田議

長、また副議長にも非公式でございましたけれども、相談をいたしましたことを今申し上

げます。ただ、これをほかの議員さんにお伝えくださいとかいうような配慮が足りなかっ

たので、お二人とも現職の議長、副議長がそれで特別な異論はなかったと判断したのは、

私は判断違いではなかったと思いますけれども、各議員にはどうか私自身メールも持って

おりますし、電話もありますので、今後ともきょうのご発議を私は尊重していきたいと思

います。議員各位におかれましても、至らない私にいろいろとメールなどでアドバイスを

いただければ幸甚でございます。

以上申し添えまして、提案理由の説明にいたします。

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を求めます。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を打ち切って、ご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、質疑を打ち切り、討論を省略して、報告第３号

は原案のとおり承認することに決定してよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、報告第３号は原案のとおり承認することに決定

いたしました。

◇
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◎議案第１号の上程、説明、質疑、採決

〇議長（髙谷 茂君） 日程第16、議案第１号を上程いたします。

提案の理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（泉 俊彦君） ただいま議題となりました議案第１号 監査委員の選任につきま

して、提案の説明を申し上げます。

議員のうちから選任しておりました監査委員島田裕司氏の任期満了に伴い、その後任と

して桐井信征氏を選任するため、地方自治法第196条第１項の規定により、議会の同意を

得ようとするものであります。

よろしくご審議をいただきますようお願い申し上げます。

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を求めます。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を打ち切って、ご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、質疑を打ち切り、討論を省略して、議案第１号

は原案のとおり同意することと決定してよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、議案第１号は原案のとおり同意することに決定

いたしました。

休憩いたします。

休憩 午後 ２時４０分

再開 午後 ２時４０分

〇議長（髙谷 茂君） 再開いたします。

議案第１号で監査委員に就任されました桐井君からごあいさつをお願いいたします。

〇監査委員（桐井信征君） ただいま議員の皆様のご理解のもと、監査委員の承認の同意

をいただきました桐井でございます。今は、ただただその責任の重さに身の引き締まる思

いをしております。私、このような職務、得手としているところではございません。その

ようなことで、これからは皆様方、議員各位、そして米口代表監査委員、または執行部の

皆様方のご指導をいただきながら一生懸命務めさせていただきますので、どうか今後にお

きましても皆様方どうぞどうぞよろしくお願いを申し上げ、あいさつとさせていただきま

す。本当にありがとうございました。（拍手）



- 36 -

◇

◎議案第２号の上程、説明、質疑、採決

〇議長（髙谷 茂君） 日程第17、議案第２号を上程します。

提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（泉 俊彦君） ただいま議題となりました議案第２号 平成23年度当別町一般会

計補正予算（第１号）につきまして、提案の説明を申し上げます。

本補正予算は、歳入歳出とも3,775万1,000円の増額し、その総額を81億5,746万3,000円

といたしました。

補正額につきましては、１ページから２ページに記載の「第１表 歳入歳出予算補正」

をお目通しいただきたく存じます。

今回の補正予算は、地方議会議員年金制度の廃止に伴い議員共済会負担金を増額し、ま

た３月11日の東日本大震災により被災し、死亡された町民のご遺族に対し災害弔慰金の支

給等に関する条例第３条の規定に基づき災害弔慰金を支給するため増額したもので、歳出

におきまして議員共済会負担金3,525万1,000円、災害弔慰金250万円を増額し、この財源

といたしまして歳入におきまして地方交付税3,587万6,000円、道支出金187万5,000円を増

額し、措置いたしました。

よろしくご審議をいただきますようお願い申し上げます。

補足でございますが、弔慰金は当別町の在住の学生でございます。

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を求めます。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を打ち切って、ご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、質疑を打ち切り、討論を省略して、議案第２号

は原案のとおり可決することに決定してよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、議案第２号は原案のとおり可決することに決定

いたしました。

◇

◎議案第３号の上程、説明、質疑、採決

〇議長（髙谷 茂君） 日程第18、議案第３号を上程いたします。

提案理由の説明を求めます。

町長。
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〇町長（泉 俊彦君） ただいま議題となりました議案第３号 平成23年度当別町国民健

康保険特別会計補正予算（第１号）につきまして、提案の説明を申し上げます。

本補正予算は、歳入歳出ともに１億83万5,000円を増額し、その総額を24億868万円とい

たしました。

補正額につきましては、１ページから２ページに記載の「第１表 歳入歳出予算補正」

をお目通しいただきたく存じます。

今回の補正額は、平成22年度当別町国民健康保険特別会計の収支において歳入歳出不足

となるため、地方自治法施行令第166条の２の規定に基づき平成23年度会計の歳入を繰り

上げて充てるための措置を講じたもので、歳出におきましては前年度繰り上げ充用金１億

83万5,000円を措置し、その財源として国民健康保険税１億83万5,000円を増額いたしまし

た。

よろしくご審議をいただきますようお願い申し上げます。

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を求めます。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 質疑を打ち切って、ご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、質疑を打ち切り、討論を省略して、議案第３号

は原案のとおり可決することに決定してよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（髙谷 茂君） 異議なしと認め、議案第３号は原案のとおり可決することに決定

いたしました。

◇

◎閉会の宣告

〇議長（髙谷 茂君） 以上で本臨時会に付議された案件の審議はすべて終了いたしまし

たので、会議を閉じます。

平成23年第２回当別町議会臨時会を閉会いたします。

本日は大変ご苦労さまでございました。

（午後 ２時４７分）
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地方自治法第１２３条の規定により署名する。
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